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　平成ll年2月、21世紀医学、医療懇談会は「21世紀に向けた医師、歯科医師の育成体制の在り方について」の
報告書をまとめました。これを契機に医学教育のあり方が活発に検討され、今日、改善に向けて医学教育は大き
く変わろうとしています。教育に携わる立場の者としては、今後の医学・医療を考える時、重大な責任を負わさ
れています。すでに多くの教育機関でカリキュラム改革が行われ導入されつつあります。コアカリキュラムの構
築や共用試験、OSCE（客観的臨床能力試験）の実施、クリニカルクラークシップ（参加型臨床実習）への移行な
ど、いずれも新しい試みとして評価すべき点が多々あると思われます。質の高い医師を育成する目的としては当
然なことかも知れません。しかし、改革に沿った十分な教育効果を得るには懸念がないわけではないように思わ
れます。その一つは教育者側の教育能力の問題でしょう。私を含め多くの教員は教育とは「教員が得た知識や経
験が事実であると信じていることを学習者に話し伝えること」と理解していないでしょうか？つまり、従来の
教育が教員中心でありました。そして、多くの教員は小、中学校あるいは高等学校の先生のような教育者として
の専門教育や訓練など受けないで教壇に立っているのが実情です。さらに、教員が教えたことは多くの学生が理
解しているだろうというのは、教員の独り善がりな勝手な思い込みに過ぎないと考えられています。即ち、教育
を「学習者の行動（知識、技術、態度）に価値ある変化をもたらすこと」と捉えるならば、学習者の到達すべき
目標を設定し、目標に到達するために必要な方略と評価法を具体的に作成し、学習者が目標に到達したか、目標
そのものが妥当であるかなどを評価することが必須であります。即ち、学習者を主体にした学習者中心型教育を
目指すことが必要となります。このような教育改革を背景に、教育方法について熟知し、その効果を高めるため
には教員の意識改革も必要でありましょう。教育者としての勉学や訓練を施行し、教育能力を高めなければなり
ません。更に従来からの教員の業績評価が研究のみで、教育実績が評価対象になっていないことを改めなけれぼ、
熱心で能力ある教育指導者は育たないでしょう。その結果いくら質の高い医療人を育成するためと叫んでも、実
効を伴なうことは不可能で、教員の質の向上を図る対策を講じることが急務と考えられます。これは私だけの思
い過ごしでしょうか？
（1）
一　188　一 東京医科大学雑誌 第61巻第3号
略　歴
昭和36年
〃　37年
〃　39年
〃　45年
〃　47年
〃　50年
〃　55年
〃　56年
〃　62年
平成12年
〃　13年
昭和医科大学卒業
昭和医科大学産婦人科入局
昭和大学医学部麻酔学教室入局（助手）
　　　　　〃　　　　　専任講師
　　　　　〃　　　　　助教授
昭和大学藤が丘病院麻酔科医長
昭和大学医学部麻酔学教授
昭和大学病院中央手術部部長
学校法人昭和大学理事
昭和大学医学部附属看護専：門学校長
昭和大学学長
（2）
